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{共編著}
教員業績一覧 (2015年度)
l 五十嵐泰正・明石純一編『移民・デイアスポラ研究 4 rグローバル人材j
をめぐる政策と現実j明石書庖， 2015年4月. (r序章 グローバル化の最前線
が!日iいかける射程Jを執筆担当， r第6章 〈討議〉海外就職の可能性」を構
成担当)
{書ije] 
l 井上位一郎著『吉祥寺[ノ¥モニカ横丁J物語j許， r新潟El報.L 2015年7月
26 El. 
2 rいつの世もげに難しきは人の縁，なれど......J (呉座勇一著『一授の原理j
F，ije)， WちくまjNo. 538， 2015年12月， 16~17ページ.
[ウェブ記事}
] (インタビュー) r常磐線のイメージは「コモデイティの供給地JJrWedge In-
finity.L 2015年8月26日， http://wedge.ismedia.jp/articles/ー/5285.
2 (毛利嘉孝との対談) r新しい市民社会はどうすれば作り出せるのか(1)~(5)J
rWedge Infinity j， 2015年 10月 24~28B， http://wedge.ismedia.jp/articles/ー/
5451ほか.
3 (インタピュー)rGOOD PROFFESORJ r早稲田塾12015年11月12日，http: 
//www.wasedajuku.com/channellgood -professor/detail. ph p ?professorid==640. 
{学会報告，講演など}
1 r消費者とブラック企業 ~モンスター消費者にならないためにJr柏生活ク
ラブ，柏市消費者の会勉強会jアミュゼ、柏， 2015年3月23日
2 WjoJ沼博，小松理度，東浩紀との討議)Ir常磐線、l=j:t心主義j刊行記念トーク
ショー:線路はどこで途切れていたのか」ゲンロンカフェ， 2015年4月8日.
3 (I~丹沼博，大山昌彦との討議) r常磐線中心主義〈ジョーパンセントリズム)j
刊行記念 「俺んち諮り」の協悦と憂穆J B&B， 2015年4月171ヨ.
4 (コメンテーター)打市(いち)Jの都市論一仮設的社会空間の創造力j関
東都市学会，玉川大学， 2015年5月30日.
5 r社会的分!析を越える協働とマーケティング的解決 ~柏の円卓会議の経験
から~J HCRPダイアログセミナ-j杉妻会館， 2015年 5月31日.
6 (中沢明子， 1本一郎，速水健朗との討議)1地方は都市の「下半身Jなの
かJr coconala未来会議リターンズ:く地方>の未来 一「埼玉化する日本J
と地方自j生をめぐって-j朝日新開メディアラボ 渋谷分室， 2015年6月6B. 
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7 (小松理度との対談)I常磐線中心主義ナイトJフロッシュ， 2015年6月111ヨ.
8 日常磐線中心主義(ジョーパンセントリズム)Jr上野間成会総会j東天紅
本j苫， 2015年7月11日.
9 I社会的分断を越える協働とマーケティング的解決 ~柏の円卓会議の経験
から~J r国際フォーラム 被災地・広野町から考えるj広野 1IJI=!:t央体育
館，2015il~ 9月1713.
10 (久松達夫との対談)I常磐線中心主義ナイト IIJN 0 B， 2015年10月7s. 
11 I地域を読み解く新しい規点「常磐線中心主義(ジョーバンセントリズム)J
f茨城県民大学j茨城県水戸生涯学資センター， 20151f10月日日.
12 I Challenges to overcome social ga ps through coprod uction - Practical 
action research in Kashiwa and IwakiJ rThematic Session:Disaster， Risk 
and Sustainable Community J 5 th International Symposium on Environ-
mental Sociology in East Asia，東北大学， 2015年10月31日.
13 i人文相:会系オーサーピジット『みんなで決めた「安心jのかたちJ神奈川
県立多i輩高校， 2016年1月4日.
14 iChal1enges to overcome social gaps through coproduction: Kashiwa' s 
practical experience as a radioactive もotspot'after 3. 11J rTechnical Meet-
ing on Radiation， Health and HealingJl International Atomic Energy 
Agency (IAEA) ，福島県立医科大学， 2016年3月9El. 
[メディア出演}
1 r荻上チキ Session22Jl T B Sラジオ， 2015年4月7日.
0ウラノ・エジソン
{学会報告}
. i在iヨブラジル人の現況と地方自治体および市民社会の取組みJ，パネリスト，
ラテン・アメリカ政経学会第52回全!重大会， 2015年11月15日，横浜国立大学常
台キャンパス.
0樽川典子
・iK.TケースJr津波遺児家庭ケース記録集mJl 326 -334頁
'iN. T. ケースJr津波遺児家庭ケース記録集IIJ335-351頁
. iw. KケースJr津波遺児家庭ケース記録集mJ 352 -360頁
0土井二 隆義
{著書l
. r子どもたちの風景一学校の iヨ常をどう生きているか-J自由の森学園ブック
レット， 2016年l月.
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{論文1
・「萎縮する人生観ー激減する少年犯罪の裏で-J r日本教育J445号， 1O~13頁，
日本教育会， 2015年 6月.
・「社会の流動化とネット依存Jr日本i梅林j第73巻(第 9号)， 1592~ 1596頁， 2015 
if-9月.
. 1生活満足度と逸脱行動一少年犯罪と自殺の推移から考える-J r現代の社会病
理J第30号， 1 ~17頁， El本社会病理学会， 2015年10月.
.1個性化教育のアイロニー -80年代教育改革の意図せざる結果-J斎藤美奈子・
成田龍一編 f1980年代JifJ出書房新社， 2016if三2月.
[書評i
. 1毛利甚八 rl家栽の人」から君への遺言J(2015) J 2015年12月8El ~30 日(共
同通信による全国各紙への配信)
{学会報告i
. rひとりが怖い!ースマホ依存の虚と実-J第53回近畿児童青年精神保健懇話
会「子どもの依存~スマホ・ゲーム依存~J 2015年 8月22日，関西涯科大学.
. r-現代青年の幸福観ーその現状と課題一j日本学生相談学会・第53回全留学生
相談研修会「特別講演J2015年11月1513，東京呂際フォーラム.
. 1リスク回避する若者，危険由避する老人一年齢層による逸脱行動の相違を考
える-J日本犯罪社会学会・第42回大会シンポジウム「犯罪社会学におけるリ
スク社会論の意義J2015年11月22日，柄蔭横浜大学.
{その他i
. r自著を語る fつながりを煽られる子どもたち~ネット依存といじめ問題を考
えるJr青少年問題j第658号， 62頁， 2015年4月.
.11いいね!Jでつながる若者の人間関係一仲間意識を縛る関係不安と共依存-J
Hm民生活j第33号， 4 ~ 6頁， 2015年4月15日，独立行政法入国民生活セン
ター.
. rくまなざしの天国〉という地獄を炎り出す怪作J田)1啓介脚本「誰j上演パン
フレット推薦文， 2015年4月16日.
. r若者における対人関係の現状と課題一ソーシャルメディアとの関わりから-J
f全学FDニュースj第17号， 2 ~28頁， 2015年4月30日，東京経済大学.
. r若者のスマホ・トラブル一本質は日々の人間関係に-J r中国新聞jオピニオ
ン面， 2015年 5月12日.
. rイツメンの間一子ども取り囲む「地雷原J-J r北海:道新聞J，11面， 2015年
5月228.
. rみつめる少年事件一子どもの「居場所J考えたい-J r読売新開J，地域横浜
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面， 2015年 5月30日.
. i子どもの命と心をどのように守るかJr教育展望j第61巻第 5号， 4 ~10 
頁， 2015年6月 11ヨ，教育調査研究所.
. iオープンな親子関係が大切Jpm日新聞j朝刊・‘地域面(横浜)， 2015年 6月
9 1ヨ.
. i子どもが危ない一深刻化するネットの関-J rUJ 陽新聞jMrU28頁， 201511三6
)~1113. 
. iイツメンの調和が崩れた一愛知県刈谷市高校生集団暴行事件-J rアエラj第
28巻第27号， 59頁， 2015年6月22E!. 
. i若者の犯罪数を上回った暴走老人の実態Jr夕刊フジj3頁， 2015年7月2臼.
. í深夜1~HIITIする子どもたちースマホで坦i まらぬ寂しさ-J r中国新liHj，オピニ
オン(6面)， 2015~三 9 PJ 15 E!. 
. i普通の子がなぜ深夜ザHlil?一人間関係の不安を反映-J r北海道新聞.]，各自
核論(9面)， 201511三9)~ 1813 . 
. iElrm'知!としての社会学一人と人のつながりこそが人生の幕を上げる-J高校
生応援サイト『みらいぶプラスj2015年10月，河合塾.
・「ネット社会にひそむ意外な落とし穴Jrひょうご人権ジャーナル・きずなj11 
月号， 4実， 2015年11月 11ヨ，兵庫県人権啓発協会.
. i居場所ーリスク化する社会の拠り所 j井上俊・永井二艮和編『今どきコトバ
事情j134~137頁， 2016年 1月30El， ミネルヴァ書房.
・7新21うつ一深まる承認、不安の果て-J井上俊・永井良和編 f今どきコトパ事
情j180~183頁， 2016年 1月初日， ミネルヴァ書房.
. i内i型化した人間関係の病理一いじめ対応の新しい視点-J r月刊生徒指導j第
46巻第 2号， 30~32頁， 201611三2月 1E!，学事出版.
. iホントの友だちって?ーあえて深い関係を結んでみよう-J r創価新報J第772
号， 4頁， 2016年2月17日，聖教新聞社.
. i入試問題では問えなかった若者と教育をめぐる宿命主義 vol. ~ 1 vol. 6 J 
高校教育サイト『キミのミライ発見j2016年 2~3 月，河合塾.
. i内開化し独善化した規範意識の発露ーネットを介した暴行事件はなぜエスカ
レートするのか?-Jオピニオンサイト riRONNAj2016年3月 1日，産経
デジタル.
. i若者の幸福鋭をめぐる光と影Jr北海道新聞J各自核論(9面)， 2016年3月
5 1ヨ.
0野上元
{著書i
1 i水木しげる一一ある帰還兵士の経験J栗原彬-吉見俊哉編 f敗戦と占領一
-1940年代 (ひとびとの精神史 第 1巻)j岩波書庖， p73百 98
134 
2 野上元・小林多寿子編『歴史と向きあう社会学:資料・表象・経験jミネル
ヴァ書房，序章「社会学が歴史と向きあうためにJp 1 -21 
第9章「新自由主義1寺代の歴史観光まちづくりJp195 -219 
3 I市民社会の記述と市民/毘民の戦争J内田隆三編 f現代社会と人間へのIll1
い一いかにして現在を流動化するのか?jせりか書房， p398 -422 
{報告}
1 I戦争史記述の社会学的規準j第88回日本社会学会大会(シンポジウム(2)I戦
争をめぐる社会学の可能性J)，於早稲田大学戸U-lキャンパス， 2015年9月初日
2 “明TarExperiencelMemories of War" in Modern and Contemporary Ja-
pan'， Session B3: Shaping Memory and Society in Post-War Japan， 44th 
Annual Mid-Atlantic Region Association for Asian Studies Conference at 
University of Pittsburgh， USA， October 10， 2015 
[その他]
・「近現代史の社会学」光文社新書:メールマガジン62，64， 66 -72号
0黄 JIIlUI~
1. [著書(編著}
. Soon-Hee Whang， "The Circulation of Korean Pop:Soft Power and Inter働
Asian Conviviality " Eric Tagliacozzo， Helen Siu， and Peter C. Perdue Ced.) 
Asia inside Out Volume I: Connected Places， Harvard University Press， 
2015， Pp.381-399 
. SoonHee V¥市ang，“TheBody as Culture: The Case of the Sumo羽Trestler"，
Richard Giulianotti ed.， Sociology of Sport， Vo1.3.， Sage Publications Ltd.， 
2011，Pp.133-148. 
1. [訳書]
イ集団形成的原理j井上俊・伊藤公雄編，張文頴訳 f日本的社会与文化』世界
知識出版社(中国)， 2015年， 139 -147頁.
理. [国内外研究発表・研究活動]
1 . I大学教員・学生を巡るリスク社会の緩和一同窓会，地域社会との連携で-J， 
f特設ラウンドテーブル，テーマ:教員と子どもの関係一教員の子ども観と指
導のありかた-J臼本子ども社会学会第22回大会， 2015年6月27日，愛知教育
大学.
2. (コーデイネーター・司会)I特設ラウンドテーブル，テーマ:教員と子ども
の関係一教員の子ども観と指導のありかた-J 13本子ども社会学会第22回大
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会， 2015年6月27日，愛知教育大学.
3. 1スポーツ文化の日本・韓国比較j，2015年10月8EI，鹿屋体育大学 大学技
棟演習室田.
4. 1韓国-日本における教育とスポーツ文化の比較j，1韓関.EI本比較講演会
シリーズ2015j，2015年8Ji4EI，韓国大使館文化院
5. 1可窓生・地域住民が大学生の学1J]知を再構築するj，1シンポジウム大学生，
大学，地域を活性化するにはーいまどき大学生ライフと向窓、生・住民の紐帯が
産・学人材を育成する -j筑波大学メンター会第1911Il大会，筑波大学リサーチ
ユニット「グローバル共存・共生社会を生きる」共催， 2015年11月6EI， BIVI 
筑波大学サテライトオフィス.
6. (コーデイネーター)1シンポジウム大学生，大学，地域を活性化するにはー
いまどき大学生ライフと同窓生・住民の紐骨7が産・学人材を育成する -j筑波
大学メンター会第19回大会，筑波大学リサーチユニット「グローパル共存・共
生社会を生きるj共催， 2015年1月6EI， BIVI筑波大学サテライトオフィス.
7. (可会)1教育と進路(研究発表セクションIV)J臼本教育社会学会第671IT!大
会， 2015年9Ji 10日，駒沢大学.
8. (コーデイネーター)1大学生活で創生する将来の自分・生き方j，筑波大学
メンター会第18回大会講演会， 2015年6月17日，筑波大学 1 H101. 
9. (コーデイネーター)，筑波大学メンター会第201IT!就職懇談会派遣事業， 2015 
年1月3日，筑波大学共同利用棟A201.
10. (コーデイネーター)1大学教育のためのアクティブ・ラーニンクの活性化一
高・大連携の逆転の発想j，筑波大学メンター会21回大会， 2015年12月3日，
筑波大学 1D204. 
0森直人
{論文i
. 1教育システムと就業 f教育の機会均等jと社会保障をどうつなげるかj
f季刊社会保障研究j第51巻第 l号， 6 -17頁， 2015年6月.
{報告書i
. r戦後日本社会における都市化のなかの世帯形成と階趨構造の変容j東京大学
社会科学研究所持j属社会調査・データアーカイブ研究センター， 2016年3月.
{書評1
・「野村正賓 f学密主義と労働社会一一高度成長と自営業の衰退がもたらしたも
のj(ミネルヴァ書房， 2014年)jr大}京社会問題研究所雑誌j689号， 71】 74
頁， 2016年3月.
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{口頭発表i
. I労働・福祉・老齢調査における社会階層と生活構造j二次分析研究会2015課
題公募型研究成果報告会 f戦後日本社会における福祉社会の形成過程にかんす
る計量社会史12016年 3月14日，於東京大学.
・「天野郁夫と教育社会学j日本教育社会学会・第 4自若手研究セミナー， 2016 
~I三 3 月初日，於東京理科大学.
・(司会・コーデイネーター)I戦後の教育政治をI1J]い直すJEI本教育社会学会第
67[IT!大会(課題研究 I)， 20日年 9月10日，於j的浮大学.
0穐山新
{論文1
・「慈善と社会連帯のあいだ一一ー日本と中国における社会的権利の形成をめぐっ
て」件士会学評論J日本社会学会，第261号， 2015年6月， 2 -18頁.
・「災害体験とチャイニーズネス 1920年華北大飢飽を事例にJr EI:j:J社会学
研究j日中社会学会，第23号， 2015年8月， 55 -64頁.
. I近代中国における社会調査の実践とli難一一李景漢の社会調査論と中留農村
社会Jr社会学ジャーナル』筑波大学社会学研究室，第41号， 2016年 3月， 1 
-24頁.
{学会報告i
. I災害体験とチャイニーズネス -1920年華北大飢僅を事例にj日中社会学会
第271ITl大会，シンポジウム「中国の身体とチャイニーズネスj北海道大学 6
月7[ヨ.
。後藤美緒
{論文}
イ現実と空想のあいだ一一国際ロピイスト田中清玄と転向経験Jr社会学ジ
ャーナルj筑波大学社会学研究室，第41号， 2016年3月， 25 -44頁.
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0赤羽i主起夫
{学位論文}
. r子どもの仁川と逸脱の知識社会学一一少年犯罪報道における心理主義化を
対ー象としてJ筑波大学博士(社会学)請求論文， 2016年 3月.
{論文]
. r現実と虚構の混同Jと少年犯罪 聖・俗・遊のi型式を用いた犯罪}京区!論
の考察Jr社会学ジャーナルj第41号，筑波大学社会学研究室， 2016年 3月， 8] 
-94頁.
[学会報告}
. r心理主義化論の再構成一一デュルケム道徳論と個人化論の視点からJ日本社
会学会第881弓大会，自由報告，早稲日3大学， 2015ijミ9月19EI. 
0秋本光陽
[論文}
. r犯罪少年の f責任jはいかにして組織されうるかJrソシオロゴスj第39号，
ソシオロゴス編集委員会， 191-210頁.
. i少年司法制度研究に対ーする漂流理論の意義一一一D.Matzaによる f柔らかい
決定論」の再検討を通してJr現代社会学現論研究j日本社会学理論学会， 2016 
年3月(近刊). 
{学会報告i
. i少年犯罪に対ーする殺の f不作為jという視点 米カリフォルニア州におけ
る f親の刑事責任法jに着目してj第88四日本社会学会(自由報告)，早稲日:1
大学戸山キャンパス， 2015年 9月19日.
0石川千穂
{論文i
. i日本の学校音楽言説における「感性」の変遷J(研究ノート)r社会学ジャー
ナルj第41号，筑波大学社会学研究室， 2016年 3月， 121-130頁.
01蒋村逸郎
{論文}
. i犯罪被害者支援における f対等jな支援者司被害者関係の社会的構築一一 2
次被害の概念を月い、た被害者学者の活動に関する歴史的考察Jr犯罪社会学研
究j第40号， 87-99頁.
{学会報告}
. i被害者援助の言説にかんする歴史的考察 精神医学者・臨床心理学者の諸
138 
活動に注目して」福祉社会学会第13回大会，自由報告第 2部会第 1報告，名古
屋大学東1キャンパス， 2015年 6月13El. 
. ¥被害者の有貫性の概念に関する歴史社会学的考察一一被害者学者・宮津浩一
の言説実践に注目してj日本社会学会第881豆!大会，社会病理・逸脱(2 ) 第
1報告，早稲田大学戸iJJキャンパス， 2015年 9J~1913.
0)11村智樹
{論文}
. ¥しサ、にしてドメスティック・バイオレンスの犯罪化は達成されたのか一一一犯
罪化の 2つの形式に着目してJr犯罪社会学研究j第40号， 115-28頁.
{学会報告]
. ¥暴力にさらされて育つ男性の『生きづらさj-1990年代前半から2000年代
前半の DV言説の布誼連関に着話してJ日本社会学会第88回大会，自由報告，
早稲田大学， 2015年 9月初日.
.¥夫婦1号での暴力から DVへj日本犯罪社会学会第421豆!大会，柄蔭横浜大学， 2015 
年11月21EI. 
0架山靖弘
{論文]
. ¥¥進路形成J概念の整理!と検討一一教育学・教育社会学における進路形成研
究のレビューを通してJ(研究ノート)r社会学ジャーナルj第41号，筑波大学
社会学研究室， 2016年 3月， 95-119頁.
[学会報告]
. ¥¥実績関係」を介したスポーツ推薦入試に関する研究一一一強豪校野球部員の
大学進学における進路形成を手がかりとしてj日本スポーツ社会学会第25回大
? ?
一橋大学， 2016年 3月20日・ 2]日.
OJ奇抜
. Xiao ZHOU， 2015， The Birth of “Women children" : Focused on Clause 360 
in Criminal law of The people Republic of China，第 4回東アジア法社会学
会，早稲田キャンパス， 2015年 8月 5日.
• Xiao ZHOU， 2015，“Recent Reform in Police Investigation Procedure in Ja-
paぜ， l:j:q~. Im)l，凶)1警察学院， 2015年10月初日.
• J琵絞， ¥ (法)の再解読:法学研究における社会学思考法の位置づけ」中国法社
会学学会第 5@大会「法と社会」シンポジウム，仁!こl国，重度:，西南政法大学， 2015 
年11月28日(中国語報告)
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。鈴木優子
{論文}
. IIBeing for meJ (自分のためにいてくれる人)を求める子どもたち一一中学
生のメール依存とメディア特性Jr青少年問題j第659号， 46-51頁.
0高橋康史
{論文}
・Ir加害者の家族jとしての自己との距離化とその社会的機序一一体験の語り
得なさに注目してJr犯罪社会学研究j第40号， 100-114頁.
. I犯罪者を家族にもつ人びとのスティグマと不可視性 情報の管理/操作の
実践に着自してJr社会学ジャーナルj第41号，筑波大学社会学研究室， 2016 
年3月.63 -80頁.
{学会報告}
. 1fリ余者の地域生活の維持に関する社会福祉学的考察 グループホーム入居者
の事例からj日本司法福祉学会第161ill全盟大会，早稲田大学早稲田キャンパス
8号館， 2015年8J=] 9 Iヨ.
. I家族内犯罪の経験とアイデンティティ管理J，日本犯罪社会学会第42回大会，
柄蔭横浜大学， 2015年1月21日.
0永田大事Hl
{論文}
.11代弁者Jとしてのオタク語り -1980-1990年代の批評的言説を中心とし
てJrソシオロゴスj39号， 2015年9月， 154-173頁.
. Iビデオにおける「教育の場Jと「家庭普及J-1960年代後半-70年代の業
界紙 fビデオジャーナルjにみる普及戦略Jrマス・コミュニケーション研究j
第88号， 137-155頁。
{学会報告}
. Iアニメブームとはいかなる経験だ、ったのか一一一1970年代から80年代のアニメ
産業の変容J宮本社会学会第88回大会，自由報告，平稲田大学， 2015年9月19
日.
{書評i
. I山崎鎮親著 f半径 1メートルの想像、力jJr教育j2016年2月号.
{連載}
. Iライトノベルそむりえによる-iHtJ河合塾ウェブサイトみらいぶ.
0野上亮
{学会報告}
. I職場文学の誕生一一八幡製鉄を事例として」第88回日本社会学会大会，一般
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研究報告，早稲田大学戸山キャンパス， 2015年9月1913.
0松1礼華
{論文]
. 1若者の「公共性j形成に関する一考察一一司地元のまちづくり団体で活動する
若者の事例分析を通してJr社会学ジャーナルj第41号，筑波大学社会学研究
室， 2016年 3月， 45 -62頁.
{学会報告}
・「若者の地域参加に向けたプロセスと組織構造に関する一考察一一千葉県柏市
のまちづくり団体を事例に地域社会学会第40回大会，東北学院大学， 2015 
年 5月9日.
. 1若者の「公共性j形成に関する一考察一一一地元のまちづくり団体で活動す
る若者たちの事例分析を通してJ第63団関東社会学会大会，千葉大学， 2015{j三
6月6日.
。宮地弘子
{学位論文}
. 1ソフトウェア開発現場における自発的・没入的労働のエスノメソドロジー-
X社開発部門で働くエンジニアたちの語りからJ博士学位(社会学)請求論
文， 2015年10月.
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